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1. はじめに 

本稿では，気配りできるサービス提供を実現するた

めに，コンテキスト変化に伴うユーザ意図の変化に応

じた要求獲得モデルを提案する． 
2. 研究課題 

カーナビゲーションシステム(以下カーナビと略記)
では，自動車の移動に伴い，自動車を取り巻く環境

が変化するため，提供すべき情報も変化する．一方，

環境変化に伴い，ユーザの欲しい情報も変化する． 
本稿では，ユーザを取り巻くコンテキストから要求

を獲得し，自動車の移動に応じてユーザの必要な情

報を提供する方法を提案する．以下の三つのコンテ

キストの変化に着目し，移動する複数のユーザのコン

テキストの変化に応じた要求の合意形成を行う． 
(1) 時間経過に伴うコンテキストの変化 
(2) 移動に伴うコンテキストの変化 
(3) 複数ユーザの参画によるコンテキストの複雑化 
3. アプローチ 

気配りの行為をモデル化し，そこから要求獲得モ

デルを構成する．要求獲得モデルでは，ユーザのコ

ンテキストに対する興味の近さをベクトル空間モデル

に基づく距離を定義し，ゴール指向分析法 i*を用い

て合意形成方法を提案する．例題として，カーナビに

提案モデルを適用する．  
4. 提案方法 
4.1. 提案モデルの全体図 

View はユーザの興味を表す．ユーザを取り巻くコ

ンテキスト群の静的コンテキストから運転者と同乗者

の View を獲得し，View から運転者と同乗者の各要

求を推測する．また，静的コンテキストから運転者と同

乗者の共通の要求である共通ゴールを獲得する．動

的コンテキストから時間，自動車の現在地と移動に伴

い変化する情報を獲得する．獲得した情報と要求か

ら合意を形成する(図 1)． 

 
図 1 提案モデルの全体図 

4.2. 気配りの木構造 
気配りとは『あれこれ周りに配慮すること』である．

複数ユーザが合意できる情報を提供するため，『複

数のユーザの興味，要求を配慮し，複数の要求から

一つの合意のとれた要求を獲得すること』を気配りと

定義する．図 2 に示すようにアンビエントインテリジェ

ンスの概念によって気配りを構造化し，それを実現す

るための行為を明確にした[1]． 

 
図 2 気配りの木構造 

4.3. コンテキストのモデル化 
コンテキストとは『乗員，自動車，環境などのエンテ

ィティの状態を規定できる何らかの情報』とする． 
コンテキストを変化の視点から二つに分類する． 

A) 静的コンテキスト：値が変化しないコンテキスト 
B) 動的コンテキスト：時間や位置の変化に伴い値

が変化するコンテキスト 
4.4. View とシナリオの決定プロセス 

View を以下のように定義する． 
 『View は，各乗員に付随するコンテキストの中で，

最も興味のあるコンテキストを指し，乗員一人ひとり異

なる．また，乗員全員の共通の興味を表す View を主

要 View とする』． 
主要 View は，各乗員が持つコンテキストの優先

順位から共通の優先順位を求め，１位のコンテキスト

を主要 View とする． 
ユーザのコンテキストの優先順位をベクトル空間モ

デルで表現し，類似度計算のコサイン尺度を用いて

View 間の距離とする[2]．コンテキストの優先順位を

View ベクトル v で表し，各要素の重みは優先順位の

逆数を用いる．コンテキストベクトル c は，距離を計る

コンテキストの要素の重みを 1，その他の重みを 0 と

することで，任意のコンテキストにおける View 間の距

離を求めるために用いる． 
View ベクトル v とコンテキストベクトル c のコサイン

尺度を任意のコンテキストに対する優先度とする(式
(1))．また，View 間の距離は任意のコンテキストに対

する各乗員の優先度の差とする(式(2))． 

の優先度 ＝ cosܑܞ θ୴ୡ  ＝ 
܋・ܞ

ԡܞԡԡ܋ԡ
                  ሺ1) 

View の距離 ＝  ห v୧の優先度െ v୨の優先度 ห    (2) 
獲得した主要 View からシナリオを推測する． 
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4.5. 合意形成 
乗員要求とソフトゴールから合意案を獲得する．  

(1) 乗員要求の獲得 
乗員要求は，乗員毎の主要 View に対する，到達

予測地点毎に獲得される合意案の候補となる情報と

定義する．一つの主要 View に対し，乗員要求は複

数あるので，1：N の関係となる． 
(2) ソフトゴールの獲得 

ソフトゴールは環境コンテキストに対する要求とす

る．乗員は主要 View に対して，複数のソフトゴール

を持つ．共通ゴールは各乗員のソフトゴールの共通

部分である．ソフトゴールの一致は各乗員の要求の

一致を意味するため合意を得やすい． 
(3) 合意案の獲得 

i*を用いて合意案

を獲得する [3]．SD
モデルは共通ゴー

ルと乗員要求から合

意案を獲得する依

存関係を示す(図 3)．
SR モデルでアクタ内部を具体化することで，乗員の

要求をソフトゴールに分解し，貢献関係で評価するこ

とでソフトゴールから共通ゴールを求めることができる

(図 4)．共通ゴールを多く満たす乗員要求が最終的

に乗員に提供する合意案となる． 

 
図 4 SR モデル 

5. カーナビへの適用 
5.1. 適用対象 

例題ではレジャーと通勤の場合の合意形成を行っ

たが，本稿ではレジャーの場合について取り上げる．

自動車の移動に伴う店舗情報の提供を目的とする．

乗員 A，B はコンテキストに対する異なる優先順位を

持つ．提案方法に従って，最終的にカーナビに合意

のとれた情報を提供する． 
5.2. 適用結果 

映画館を目的地とし，その道のりの中で合意案の

提供を行った．出発時刻は正午とする．共通の優先

順位を求めた結果，主要 View が「食事」，それに対

する乗員 A の View は「かつ丼」，乗員 B の View は

「うどん」となった．主要 View から推測した「食事に行

く」シナリオを提供するために，Google Maps を用い

て，自動車の現在地から半径 1km 以内の「かつ丼」

と「うどん」の店舗を検索した．主要 View「食事」に対

する各乗員のソフトゴールを獲得し，共通ゴールを獲

得した．自動車の移動に伴い提供情報が変化するた

め，到着予測地点毎に，共通ゴールと比較し合意案

として最適な店舗情報を選ぶ．その結果，図 5 のよう

に異なる興味に対して合意案を獲得できた． 

 
図 5 到達予測地点毎の合意案の獲得 

5.3. 適用の評価 
(1) 時間経過に伴うコンテキストの変化に対応可能 

時間経過に伴いコンテキストの優先順位が変化す

ることで，時間の変化に応じたユーザの興味を獲得

できた． 
(2) 移動に伴うコンテキストの変化の予測 

到達予測地点毎にユーザの期待を予測した情報

を提供できた．その結果，気配りが実現できた． 
(3) 複数ユーザの合意形成 

コンテキストの優先順位をベクトル空間モデルで表

し，View の距離で興味の近さを評価した．その結果，

異なる興味をもつユーザ間に共通の興味を見つける

ことができた．また，主要 View に対する各ユーザの

要求をソフトゴールに分解し，共通ゴールを見つけた．

その結果，複数の店舗情報と共通ゴールを比較する

ことでユーザの意図を満たした情報を獲得できた． 
(4) ベクトル空間モデルを用いた評価 

情報検索分野では，文書ベクトル d の各要素を，

索引語の出現頻度に応じて段階的に重みづけを行う．

本稿では，View ベクトル v の各要素を，コンテキスト

の優先順位の逆数で重みづけを行った．その結果，

文書ベクトル d と View ベクトル v の各要素の重みづ

けを統一できた．以上のことから，類似度計算が優先

度の決定に有効であるといえる． 
6. まとめ 

移動する複数のユーザのコンテキストに着目し，合

意のとれる要求獲得モデルを提案した．時間と移動

に伴うコンテキストの変化，複数ユーザの参画による

コンテキストの複雑化に着目し，i*を用いて合意案を

獲得した．カーナビに適用し，提案モデルの妥当性

を示し，合意に沿った情報を提供できた． 
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